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教育情報誌

2014（平成26）年10月１日 第225号 標津町教育委員会 ☎0153-82-2900

　今年も小学６年生と中学３年生を対象に実施されている全国・学
力・学習状況調査が４月に実施され、このほどその結果が公表され
ました。標津町でも、全ての小学校・中学校で実施されました。

小学生 算数苦手傾向 全国を上回る中学生
平成26年度 全国学力状況調査に見る標津の子どもの学力の姿

全国学力テストが
行われました

　全国平均からやや低く（全道・管内平均は、ほ
ぼ同様）なっています。

小学校の
〈国語Ａ〉

　全国平均からやや低く（全道・管内平均は同様）
なっています。

小学校の
〈国語B〉

　全道・全国平均ともほぼ同様で、管内平均から
はやや高くなっていて、健闘しています。

中学校の
〈国語Ａ〉

　全国平均ともほぼ同様（全道平均は同様、管内
平均よりもやや高い）で、健闘しています。

中学校の
〈数学Ａ〉

　全国・全道平均ともほぼ同様（管内平均よりも
相当高い）であり、数学の応用力に関しては比較
的上向き傾向を示し、かなり健闘しています。

中学校の
〈数学B〉

　全道・全国平均ともほぼ同様で、管内平均より
高くなっていて、安定しています。

中学校の
〈国語B〉

　全国平均からやや低く（全道・管内平均は
同様）なっています。

小学校の
〈算数Ａ〉

　全国平均からやや低く、全道平均は同様で
管内平均よりやや高くなっています。

小学校の
〈算数B〉

　A・B共、概ね上向きの安定傾向を示していま
す。中学３年生が、小学６年生当時の３年前には

全道平均（平成23年度「全国学力・学習状況調査を活用した
北海道調査」）を全ての教科が「やや上回る」という結果でした。
ここに至った経過期間中における小・中連携のあり方や育て方
をしっかり検証して改善を図り、更なる実り多きものに変えて
いくことが大切です。

例えば「根拠を示して説明する」のように全道・
全国状況とも軌を一にした苦手な分野の底上げ対

策等の傾向性が挙げられます。

　管内・全道・全国以上でかなり高いレベルとな
りました。

　町内の中学生は、全体の教科平均では概ね管内・全
道・全国平均ともに超えました。ただ、教科によって
多少の起伏が見られるのも特徴です。

数学A・B

国語Ｂ

国語Ａ

さて、標津町の結果はどうでしょう？

と分析する一方、今後、「正答数の少ない児童生徒の割合をさ
らに改善することに重点的に取り組みながらも、27年度には、
全ての対象教科のA問題（基礎力）、B問題（応用力）で全国
平均以上となるよう、学力向上の取組を推進していく」との考
えを示しています。

　道教委では、「全道の状況としては、小中学校
いずれの対象教科も、改善の傾向がみられ、教育
委員会や学校、家庭、地域の取組が一定の成果と
して現れてきている」

北海道の結果は…

一方、中学生は…

　これを子どものサイドから少し見てみますと、町内の小学生
は、２教科とも全道・全国平均をやや低く下回り、今後の課題
を残す結果となりました。また、今回は、学校（学級）差のあ
ることもその特徴の一つに挙げられます。

●�１日１時間以上の家庭学習をすると答えた
割合が昨年より１割減の３割強にとどまり、
やや後退しています。

●�学校生活においては、チャレンジテストを
はじめ様々な時空間を有効利用した取組の実践、授業での板
書計画やノート指導、聞き方・話し方などの学習ルール、さ
らには家庭生活リズムのチェックを含めた方策の数々を日々
積み上げていながらも、残念ながらその実効性で今一歩のと
ころといえそうです。

小学生の結果は…

ちなみに町全体での学習状況調査では
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　まず、小学６年生の全国平均と比較してその差が
目立つ項目では、「普段の日のテレビ・ＤＶＤやテ
レビゲーム等(コンピュータ・携帯電話含む)視聴に
ついて」です。具体的には、依然として２時間以上
で、３割をはるかに超えていま
す。また、中学３年生も普段の
日は、小学生と同様の傾向を表
しています。

　これらの長所をさらに伸ばすとともに、課題
としては、学校・家庭・地域が連携・協力体制
を一層強め支え合うことで、子どもの健全育成
に向けて一層着実に改善・向上を図っていかね
ばなりません。

◆「自分には、よいところがあると
思いますか」は、全国・全道と比べて

かなり低い半面、◆「将来の夢や目標を持ってい
ますか」は、低い傾向に相違はないのですが、や
や持ち直しているところです。

◆「自分には、よいところがあると
思いますか」は、全国・全道並みで、

◆「将来の夢や目標を持っていますか」は、小学
６年生と同様の傾向がうかがわれます。
しかし、◆「難しいことでも、失敗を恐れないで
挑戦しますか」は、全国・全道並みだった小学６年
生に比べると、かなり高い比率を示しています。こ
の積極性は、自己実現を図らせ
社会性を身につける上で極めて
重要です。

★小学６年生
　30分～３時間未満が８割前後となっています。
特に２時間以上の比率がかなり低い分だけ“30分
以上１時間未満”の比率は全国・全道よりも比較的
高い数値を示しています。家庭学習は、９割以上に
達していて、ほぼ定着化の兆しが表れつつあります。
★中学３年生
　30分～３時間未満が過半数で“30分より少な
い”と“全くしない”の合計は、部活動時間を反映
してか、残りの殆ど（３割強）を占めています。

児童からも「臭くない」、「きれい」と良い評価をいただ
いています。

～改修の内容～
　○全ての大便器を洋式化（暖房便座）
　○小便器を自動水洗に
　○手洗い器を自動水洗にし、大きな鏡を設置
　○床は、湿式（モザイクタイル）から
　　乾式化（ビニル床シート）に
　○壁紙には、暖色系を採用し、
　　全体的にぬくもりのあるトイレにしました

　本町では、学力向上のため、各種事業に取り組んでい
ますが、『学力を支える基盤づくり』の一環として、本
年８月から、川北小学校のトイレを改修し、このほど完
成しました

川北小学校トイレが快適な環境に 子どもたちが安心して遊べる遊具のために

次は学習状況調査の結果です。本町としては、前年度とほぼ同様の傾向性が示されています。

◇ 全国学力テストと同時に行われた学習状況調査から ◇

普段の
過ごし方

依然、目立つ「テレビ」「ゲーム」志向

平日
での

さらに

家庭学習の時間ほぼ定着の兆し

一歩進んだキャリア教育に

「普段(１日当り)の学習時間」

小学６年生

中学３年生

平成27年度は、標津小学校のトイレ改修を予定しています。 みんなで使う遊具ですので、ルールを守って、大切に使いましょう!!

　町内教育施設及び児童公園等の遊具については、
事故を未然に防止するため、日ごろから各施設にお
いて、点検を実施しています。
　また、より安全に遊んでもらうため、毎年１回、
専門業者（公園施設製品安全管理士）による遊具点
検を実施し、その中で、危険遊具と判定された遊具
については、ただちに使用を禁止し、修繕、撤去を
行うようにしています。
　年々、遊具の老朽化により撤去が多くなっており、
遊具の数が減ってきていますが、子どもたちの遊び
場の確保や体力向上のためにも利用実態やニーズに
沿った遊具整備を行っていきたいと考えています。

遊具点検の様子女子トイレ 男子トイレ 遊具の塗装、敷床板設置
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　標津町文化祭が10月27日～11月３日の
間、標津町生涯学習センターで開催されます。
　期間中、サークルや個人で作成した絵画、
手芸、写真、書道、陶芸などの作品展示が行
われます。
　最終日の11月３日には、歌、踊り、吹奏楽などの芸能発表が行われます。同日は芸能発表のほか、お茶会
やバザーなど様々な催し物を開催しております。家族・友達をお誘い合わせの上、たくさんのご来場をお待
ちしております。

　標津町文化祭に作品を展示していただける方、芸能発表へ参加してい
ただける方を募集します。それぞれ下記のとおり募集しますので、多く
の方の参加をお待ちしております。

図書館で1泊2日の読書キャンプを開催しました！

第4回ブックマラソン開催中

個人・団体は問いません。参加を希望する方は、
生涯学習センターあすぱる（℡82－2900）までお気軽にお問い合わせください。

来年もチャレンジしてくださいね♪

文化祭開催

参加者募集

標津町

　読書キャンプとは8月30日～31日に図書館で行われた小
さなお泊り会です。『本を読み聞かせる・しっかりと聞く』
をテーマにたくさんの本とふれあい、本の面白さを改めて
知ってもらうために開催しました。

　4回目となるブックマラソンでしたが、今年度も多くの
完走者がいました。完走者には景品と賞状を送りました。
今後もみなさん、たくさん本を読んでくださいね。

3班に分かれて読み聞かせに
挑戦しました。

アニマシオンで
みんなの読書の力を育もう！

たくさんの参加ありがとう！

参加者 完走者

小学生 57名 小学生 30名

中学生 ６名 中学生 ３名

高校生 ３名 高校生 ２名

合　計 66名 合　計 35名

展示部門
展示期間 10月27日㈪〜11月３日㈪

場　　所 生涯学習センターあすぱる　ロビー

募集作品 絵画・写真・陶芸・書道・手芸
などの展示作品

芸能発表部門
展示期間 11月３日（月・文化の日）

場　　所 生涯学習センターあすぱる

募集作品 歌・踊り・音楽演奏
などのステージ発表
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あすぱる所蔵品　作品展 場所:あすぱる展示コーナー
※展示内容は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。

　ニューエルダーとは、高齢層の内、団塊の世代を中心と
した人々で、従来の高齢層とは異なる価値観やライフスタ
イルを持つことです。
本町では、広く壮年層中期（50代～）から上の高齢層の
方々の健康や豊かなライフスタイルの形成に役立ててもら
うために以下の講座を開催します。

①10月18日㈯　14：00～16：30　場所：あすぱる
◦講　演「加齢がもたらす身体の変化を覚える」
　　　　　　　　　　武田　秀勝氏（北星学園大学教授）
◦実　技「ニューエルダーの
　　　　　　　　スマートスポーツにチャレンジ」
　　　　佐藤　裕子氏（釧路市：スポーツプログラマー）

■スポーツ講演会
日　時　10月24日㈮19：00～20：30
場　所　あすぱる
講　師　�一の矢　充　氏（元大相撲力士、国立大学出身初

の力士、22年間序２段以上で145場所現役、昭和
以降の最高齢力士、現高砂部屋マネジャー）

演　題　「シコふんじゃおう」

■本　　祭
◦カレーライスウォークラリー
　11月８日㈯　９：30～　場所：町内
　グループで歩いてクイズを解きながらカレーの材料をゲッ
ト！ゴール後はみんなで作って食べよう！楽しいゲームもあ
ります。
◦子ども丸ごとフィットネス
　11月９日㈰　10：30 ～11：30　場所：鳩ヶ丘体育館
　講　師　上林　一裕氏
　　　　　（北見市：チャイルド・スポーツ・アカデミー）
◦レク式体力チェックとからだづくり運動
　11月９日㈰　10：00 ～12：00　場所：鳩ヶ丘体育館
　講　師　蔵満　保幸氏（札幌国際大学教授）

②10月31日㈮　18：30～20：30　場所：あすぱる
◦講　義「町民の健康状況」「元気を作る食事」
　　　　　　　　　　町保健師・町管理栄養士
◦実　技「ダイナミックストレッチ」
　　　　　　　寒川　美奈氏（北海道大学大学院准教授）

10月展示

作　品：
　きたきつねのゆめ
作　者：
　手嶋　圭三郎

11月展示

作　品：
　川北近郊
作　者：
　長谷川　雅章

10月・11月のお知らせ

ニューエルダー元気塾の開催 スポーツゲームスイン標津の開催

参加申込などの詳細は、
今月の折り込みチラシをご覧ください。

　８月のナイターパーク、日ハム少年野球教室、９月のオ
リンピアン・バレーボール教室に続き、以下の事業を展開
します。

根室標津駅にまつわる品々の展示会
　10月10日から10月19日まで、町生涯学習センターあすぱるを会場
に、標津線廃線四半世紀企画展「昔日の根室標津駅」を開催します。根
室標津駅、川北駅に関する品々や当時の写真など、懐かしの資料が多数
出展されます。鉄道に興味のない方でもお楽しみいただける内容となっ
ていますので、たくさんのご来場をお待ちしております。
　また展示会に合わせ、旧線路跡を巡るフットパスツアーや鉄道模型
ショーも開催しますので詳しくは、広報しべつ10月号に折込の案内チラ
シをご覧ください。

10月10日～10月19日
９時00分～17時00分
標津町生涯学習センター

日　程

場　所

ー展示期間ー


